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(57)【要約】
　分散可染の繊維又は長繊維は、基本的に分散染料を受容するようにポリエチレンテレフ
タレート共重合体（ＰＥＴＧ）により変形されたポリオレフィンから構成される。無水マ
レイン酸とＰＥＴＧの組み合わせは、均一な染色結果のためのＰＥＴＧの良好な分散をも
たらす。新規な織物、編物、織布及び不織布は、本発明により形成された糸又は繊維によ
り形成され得る。一つの実施形態において、布地は薄い、中間の又は濃い同一の色合いに
分散染色され得る。別の態様においては、布地は可変量の染料受容体添加剤を含むオレフ
ィン糸を使用して生産される。このように、一よりも多い色調を有する布地が単一の染浴
において染色され得る。本発明による布地及び糸は、従来の紡績、製織、編み、繊維形成
機械を使用して処理され、既存の染色及び仕上システムを使用して染色される。本発明は
、服飾及び家具産業において特定の価値を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオレフィン及び非晶質ポリエチレンテレフタレート共重合体（ＰＥＴＧ）の溶融ブ
レンドを含む、分散可染の繊維又は長繊維（filament）。
【請求項２】
　前記溶融ブレンド中に無水マレイン酸をさらに含む、請求項１に記載の分散可染の繊維
又は長繊維。
【請求項３】
　少なくとも一部が請求項１に記載の繊維又は長繊維により形成された、糸。
【請求項４】
　前記溶融ブレンドが、ＰＥＴＧ及び無水マレイン酸を含む重合調整剤が配合されたオレ
フィンにより主として形成された混合物を含む、請求項３に記載の糸。
【請求項５】
　前記重合調整剤が約１２部の無水マレイン酸に対して約４８部のＰＥＴＧの比率により
ＰＥＴＧ及び無水マレイン酸を含む、請求項４に記載の糸。
【請求項６】
　前記重合調整剤が約２部の無水マレイン酸に対する４８部のＰＥＴＧに対して約５０部
のポリプロピレンの比率によりポリプロピレンを含む、請求項５に記載の糸。
【請求項７】
　前記溶融ブレンドがポリエステル又はナイロンを含む、請求項１に記載の繊維又は長繊
維。
【請求項８】
　前記分散可染のオレフィンが、ＰＥＴＧ及び無水マレイン酸を含む重合調整剤が配合さ
れたオレフィンにより主として形成された混合物である、請求項７に記載の繊維又は長繊
維。
【請求項９】
　前記重合調整剤が約２部の無水マレイン酸に対して約４８部のＰＥＴＧの比率によりＰ
ＥＴＧ及び無水マレイン酸を含む、請求項８に記載の繊維又は長繊維。
【請求項１０】
　前記重合調整剤が約２部の無水マレイン酸に対する４８部のＰＥＴＧに対して約５０部
のポリプロピレンの比率によりポリプロピレンを含む、請求項９に記載の繊維又は長繊維
。
【請求項１１】
　約５部の前記重合調整剤に対して約９５部のオレフィンの比率により前記重合調整剤に
オレフィンが配合された、請求項１０に記載の繊維又は長繊維。
【請求項１２】
　単一の染浴において一より多い色に染色可能な他の繊維と結合された、請求項１に記載
の繊維又は長繊維。
【請求項１３】
　芯部分と鞘部分を有し、前記部分のうちの一つが可染である請求項１に記載の繊維又は
長繊維であって、他の部分が不可染である、繊維又は長繊維。
【請求項１４】
　可染のオレフィンの鞘と不可染のオレフィンの芯を有する、請求項１３に記載の繊維又
は長繊維。
【請求項１５】
　前記可染の部分が分散可染のオレフィンを含む、請求項１３に記載の繊維又は長繊維。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の背景）
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　本発明は、分散染料を使用して染色するために変形されたオレフィン繊維又は糸を使用
して製造された繊維布地に関する。これらの布地は、従来、既存の分散染料又はプリント
システムを使用して着色されていた。同一の色合い又は多色調の色合いのいずれかが、単
一の染浴又はプリントアプリケーションにおいて達成される。本発明における布地は、編
み工程、織り工程又は不織工程によって生産される生地反に製造される。同一の色合いは
、オレフィンの糸又は繊維を一つのレベルの染料の添加剤に接合し、布地を分散染浴に曝
すことによって達成される。それぞれ異なる百分率の染料の添加剤を含む糸の多数の端部
が布地に製造される。布地は、単一の染浴において多色調に染まり得る。オレフィン糸又
は繊維において分散可染の添加剤の量を増加することによって、分散染料のための親和性
がそれに従って増加する。本発明に従って製造された布地は、未染色にて染色工場に保管
される。色はその後、従来の分散染色機械又はプリント染色方法を使用して加えられる。
驚くべき新規な効果は、当業者に知られた経済的に従来の分散染色システムを使用して達
成される。本発明は、服飾及び家具産業において特に有用である。生産される布地は、従
来の布地のように感じられ、かつ見えるが、重さにおいて約３０～３８％軽い。これは、
綿又はポリエステルの比重が１．３８である一方、オレフィンの比重が０．９１であると
いう事実に起因している。加えて、日光堅牢度及び洗濯堅牢度の特性は、ポリエステルの
特性と類似する。
【背景技術】
【０００２】
　（関連技術の簡単な説明）
　編地及び織布及び布地商品は、非常に大きい世界中の事業である。綿は、織られ又は編
まれた繊維布地を作るために使用される繊維の有力な選択肢である。綿は、糸及び布地商
品を作るために昔から用いられている。綿は、天然の繊維であり、世界の多くの地域で栽
培されている。多くの綿紡績装置が世界中に存在する。綿糸は、綿紡績装置を使用して、
服飾と家具の両方のために容易に生産される。エジプト及びアメリカ合衆国の綿ステープ
ルは、糸及び布地を生産するために最も広く使用される綿である。
【０００３】
　綿紡績装置は、田畑から収穫された多量の綿により開始する。繊維は「ステープル」と
呼ばれ、通常４分の３インチから１．５インチまでの長さである。より長い長さの綿は、
より短い長さのステープルよりも高価である。より長い長さのステープルは、上級の紡糸
という結果になる。機械は洗浄し、梳き、様々なサイズに移り変わらせる。綿は、この技
術において既知の機械上でのロービングをねじること又は「回転させること」によって、
糸に作り替えられる。糸は、服飾又は家具のための布地を生成するために編まれるか又は
織られるのどちらかで製造される。大小様々なサイズの糸を使用することによって、編ん
でいる又は織っている製造業者は、衣類又は服飾品の様々な種類を作り得る。綿布地が製
造され染色されていない状態において維持される場合、前記布地は生地（greige）布地と
呼ばれる。これは、綿布地に最も幅広く用いられる最も共通で経済的な製造の方法である
。通常は、布地の染色又は印刷は、布地の末端消費者から注文が受け取られた後に行われ
る。次に、染色された綿布地が適切な形に切断され、あらゆる衣料衣服がこれらのパーツ
から共に縫い付けられる。綿は、下着、靴下、セーター、シャツ、スラックス、カジュア
ルな運動着及びドレスを作るために用いられる。綿は、スポーツジャケット、男性用又は
女性用スーツ又は上着を作るために通常用いられない。
【０００４】
　綿衣服布地に色をつける共通の装置の多くは、織布、編地又は不織布の布地を染色する
ためのものである。布地は、水、タンク又は直接の染料及び化学薬品を含んでいる機械に
おいて置かれる。液体又は染浴の温度は、所望された温度に調整される。熟練した操作者
は、綿布地上の所望された色合いを製造するためにこの工程を使用するであろう。前記布
地は、顧客の指定に従って乾燥され、仕上げられる。染物工場は、高価な染料及び仕上げ
装置を含む資本集約的な操作である。染色を加えた染物工場は、圧縮機、化学作用による
塗布器及び回転又は折り畳む装置のような乾燥させ仕上げられる装置を有し得る。綿の良
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好な代用品は、理想的には、世界中に所在する綿を染色し仕上するための現在の紡績、染
色及び仕上装置システムを使用して処理され得るであろう。
【０００５】
　綿は以下の理由のために布地において選択されている。
【０００６】
　綿は、世界の多くの地域で簡単に育てられること。
　綿は、標準的なステープルの長さまで育つので、簡単に糸に作り替えられること。
　綿の糸は、ほとんどの編んで織っている機械上で十分に加工すること。
　綿の布地は、使用者の体にとって快適な接触及び感触の柔らかさであること。
　綿は、湿気を逃し吸収すること。
　綿は非常に簡単に染色すること。
　綿は、他の合成繊維によく合うこと。
【０００７】
　綿で編まれるか又は織られた衣服は標準的な用語を有し、世界の多くの地域から商品と
して購入される。製造業者は、世界のどこからでも標準の綿布地を購入し得る。次に、製
造業者は、着色された衣服のための注文を待っている着色されていない生地衣服として保
管されるために染物工場へ衣服を送る。染色された衣服は切断され、衣料衣服又は掛け布
、ベッド掛け又は室内装飾品のような家具品目へと縫い付けられる。
【０００８】
　（合成繊維）
　多くの試みが、綿の良い代用物である容認可能な合成繊維又は糸を生成するためになさ
れ、従来の紡績装置上で加工し得る。
【０００９】
　増大する多数の人口に対する手ごろな価格の布地及び衣類の要求を満たすために十分な
世界中の綿を製造するために十分な利用可能な地積が存在しないので、綿に対する世界中
の需要は、導入された合成の代用物のようなものになる。綿のための合成代替物を製造す
ることは非常に望ましい。
【００１０】
　（レーヨン）
　多くの試みが、綿のための合成代替物を製造するためになされている。レーヨン及びレ
ーヨン・アセテートは、綿のための代用物を製造するための最初の成功した試みであった
。木からの繊維がレーヨン加工において用いられる。レーヨン及びレーヨン・アセテート
は、服飾及び家具産業において広く用いられる。しかしながら、前記の糸及び繊維を製造
することは多大の汚染を引き起こし、それらはアメリカ合衆国において製造されない。レ
ーヨン加工は、大量の腐食剤及び無水物を用いる。レーヨンは非常に望ましい質を有する
。染色することは簡単であるし、製造された衣類は鮮やかで柔らかく、綿の良い代用物で
ある。多くのレーヨンは、専門製造業によって輸入され製造されているので、高価なファ
ッション性の高い衣類を除いて選択として高価で利用されない。レーヨンは、さらに感触
又は風合いのような望ましい特性を有している布地を作るために、綿又は他の合成繊維と
混合される。レーヨン又はアセテートは、綿と同じ比重を有する。これらの繊維は、綿の
代わりに使われる一方で、重量の利点を提供しない。それらの比重は、綿の比重と同じで
ある。
【００１１】
　（アクリル）
　アクリロニトリル加工を利用して作られる合成繊維は、柔らかい繊維を作るためにさら
に用いられる。その例は、ソリューシア・カンパニー（Solutia Co.）からのアクリラン
（Acrilan）、アメリカン・シアナミド（American Cyanamid）からのクレスラン（Cresla
n）及びマン・インダストリーズ（Mann Industries）からのマナクリル（Mannacryl）の
ような銘柄である。この繊維は、簡単に染色せず、染色されるロットの多量の色素におい
てほとんど製造される。加えて、アクリルは綿より高価である。それは比重１．１７を有
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し、それは靴下における利用やセーターのためのウールとの混合にとって理想的な状態で
ある。それは染色された溶液なので、アクリル繊維から作られた糸は、オーニング、ロー
ン生地及び庭園家具における屋外使用にとって理想的に適合させる。アクリル繊維は、綿
の良い代用物ではない。
【００１２】
　（ポリエステル）
　大多数がポリエステルになる合成繊維は、布地を製造するために用いられる全ての繊維
のおよそ半分の割合を占める。
【００１３】
　およそ６０年前に、ポリエステルのステープルは、綿の代用品になるためにデュポン・
カンパニー（Dupont Company）によって導入された。それは綿に取って代わらなかったが
、綿に調和するか又は混合するために一般に用いられた。初期のポリエステルは、荒く粗
悪であった。それは、十分な湿気を吸収せず、染色するのが非常に難しかった。長い年月
にわたって、ポリエステル繊維は柔らかく感じ、糸が綿紡績装置を利用して作られ得るた
めに綿と混合するように設計された。最も人気のあるポリエステルは、「ミクロ・デニー
ル」と呼ばれる。ミクロ・デニールは、綿より小さい繊維のサイズである出糸突起（spin
neret）穴を通して押し出される。６０％の綿と４０％のポリエステルのブレンドを発見
することは非常に一般的である。多くの綿／ポリエステルのブレンドが存在する。これら
のブレンドは、編地及び織布である繊維布地において発見される。多くの高価な修正は、
回転し得るよう作られ、次に染料布地がポリエステル及び綿のブレンドから作られる。今
日の現代的な染料及び仕上げの設備において、綿及びポリエステルが混合する糸から作ら
れた染色されていない布地は、染色され、仕上げられ、同一の色にて最終消費者へ出荷さ
れる。分散染料を利用して染色されるポリエステルの色合いへ、染色の一種により染色さ
れる綿の色合いを一致させることは、大変な技能が必要である。この性質のブレンドを染
色するとき、二つの段階の加工が用いられ、それは一つの段階の加工を用いるより高価で
ある。
【００１４】
　ポリエステルは、多くの欠点を有する。染色することは難しく、大変な技能がポリエス
テル及び綿の同一の色合いを染色するために必要とされる。ポリエステル繊維は、高エネ
ルギーの分散染料を吸収するために、加圧下で高温を必要とする。直接又はタンクを備え
た綿の染色は、圧力又は高温を必要としない染色をする。綿／ポリエステル混合を染色す
る染物工場は、高度な技術がいる。綿及びポリエステルの混合で作られる布地は、二段階
の加工を使用して染色されなければならない。最初に一方が染色され、その後他方が染色
される。ほとんどの技術のある染色工場は、ポリエステル並びにポリエステル及び綿の混
合を染色する目的のために、分散する色合いの多くの量を維持する。
【００１５】
　ポリエステルの製造には、非常に多くの事業が存在する。ポリエステルのおよそ３３０
億ポンドが、服飾及び家具において、出願のために世界中で製造される。ポリエステルが
世界で幅広く用いられる一方で、それは多くの不利点を有する。
【００１６】
　ポリエステルは以下の欠点を有する。
　綿を備えたポリエステルを混合することは、大変な技能を必要とすること。
　ポリエステルは、染色することが難しいこと。
　ポリエステルは、体に対して暖かいこと。
　ポリエステル１００％を用いて作られた布地は、重く感じること。
　高温及び圧力は、ポリエステルを染色又は印刷するために必要とされること。
　ポリエステルは、湿気を逃し得ないこと。
【００１７】
　服飾及び家具産業において、新しい特性を有する利用可能な合成の糸又は布地を有する
ことは、非常に望ましい。理想的に合成繊維が、１００％綿から作られた布地と類似し得
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る布地のための糸を作るために用いられ得る。ポリエステルは、これらの基準を達成しな
い。
【００１８】
　（オレフィン）
　オレフィン（ポリプロピレン、ポリエチレン）は、少なくとも８５％がエチレン、プロ
ピレン又は他のオレフィン単位で構成される製造された繊維である。オレフィンは、従来
の染色又は印刷装置上で簡単に染色されないという事実を除いて、綿の理想的な代用物で
ある。オレフィンが、まるで綿のように感じる繊維へ製造することは簡単かつ経済的であ
る。各繊維に１．８デニールのオレフィン及び１．５インチから２インチのステープルの
長さが理想的な綿の理想的な代用物であることが発見された。加えて、そのオレフィン繊
維の「感触」は、以下の特性を有する。
【００１９】
　オレフィン繊維は、既存の紡績装置を利用して簡単に糸に変えられること。
　オレフィン糸は、編み、織る機械上で十分に加工し得ること。
　オレフィン糸は、手触りが柔らかいこと。
　オレフィンのステープルは、不織の機械上で十分に加工すること。
　オレフィン布地は、綿と類似していると感じること。
　オレフィンは、素早く乾き得ること。
　オレフィンは湿気を通すが、体の熱を保持し得ること。
　オレフィンは、非常に汚れにくいこと。
【００２０】
　（オレフィン繊維及び糸の不利点）
　オレフィンの主な不利点は、従来の染色装置によって染色可能でない繊維であるという
事実である。ほぼ全部のオレフィン繊維及び糸は、色素又は染色された溶液である。色素
染色された糸から作られた布地は、注文が受け取られたときに色合いを作り出すために染
色され得ない。これは、きわめて高価で、かつあまりに多すぎて服飾及び家具産業におい
て管理できない在庫品目を布地製造させる。ポリプロピレンは、カーペット及び敷物を作
るために現在主に用いられる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　（発明の要約）
　本発明の目的は、綿布地の特性の大部分を有し、ポリエステル布地の不利点を克服する
合成の糸を用いて、新しい編地、織布又は不織布を作り出すことである。綿布地の良い代
用物としての資格を与えるために、前記布地は生地商品において利用可能であり、従来の
装置上で簡単に染色され、手触りが柔らかくなければならない。布地は「呼吸」及び体か
ら湿気を逃さなければならない。本発明の合成糸を利用して作られた布地は、手又は機械
のどちらかによって簡単に洗われ、普通の家庭の食べ物汚れによって染色し得ない。本発
明を利用して作られた布地は、標準サイズの糸を利用して重量においてより軽く、室温に
おける綿布地より乾きが早い。本発明を利用して作られた布地は、上級の軽さ及び洗濯で
色落ちしないことを有する。
【００２２】
　本発明のさらなる目的及びさらなる範囲は、本明細書の以下に与えられた詳細な説明か
ら明らかになり得る。しかしながら、本発明の精神内における種々の変更及び革新は当業
者に明白になるであろうことから、詳細な説明及び実施例は例示の目的で与えられること
が理解されるべきである。
【００２３】
　綿紡績装置は、当業者が任意の従来の紡績装置を用いて糸に作り替えられ得る繊維を製
造し得る最も幅広く用いられる機械である。梳毛、紡毛及び修正された梳毛がいくつかの
より共通の紡績方法である。繊維の長さ及びデニールは、任意の紡績装置に適合させるた
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めに変化され得る。
【００２４】
　糸の中へ紡いだ短繊維に加えて、連続した長繊維糸の大量製造が存在する。本発明は、
繊維又は連続した長繊維糸のどちらかに適用され得る。
【００２５】
　簡潔に記述されるように、本発明は、利用可能な分散染料装置を商業的に用いて、染色
かつ加工することが簡単である編地、織布及び不織布生地商品を製造するために、分散染
色可能な合成オレフィン糸及び繊維を用いる方法に関する。綿及び綿とポリエステルの混
合を超えたこれらの生地商品の新しい利点は、詳細な説明から明白になり得る。本発明は
、分散可染にするためにオレフィン上に接合されるべき好適な新規な添加剤をも示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　（発明の詳細な説明）
　本発明は、分散染料を受容するように向上されたオレフィン糸又は繊維を使用した編地
、織布又は不織布の製造に関する。オレフィンは染色されないが、本発明のオレフィンに
接合された添加剤は、ポリエステル又はポリエステルと綿の混紡を染色するために使用さ
れる染色設備において使用される任意の分散染料を受容する。全ての種類の色合いを達成
するために、特別の染料が購入されなくてもよい。本発明のオレフィンは、分散染料のみ
を受容する。本発明は、織布、編地又は不織布の生地反にされる糸を作成するために、オ
レフィン中の接合された添加剤を使用する。本発明の布地は、未着色の在庫として貯蔵さ
れる。生地反は、通常ポリエステルを染色するために使用される分散染料を使用して着色
される。ポリエステルを染色するために使用される非常に高い温度は、オレフィン布地を
染色するために必要とされない。２２０°Ｆから２５０°Ｆの温度が理想的である。本発
明を使用してオレフィン布地を染色するとき、任意の色の輝かしい濃い色合いが達成され
る。
【００２７】
　（多色調）
　一つだけの同一の色に加えて、多色調が染色される。１％から１５％の接合された染色
促進剤を有するオレフィン糸が、分散染料を含む一つの染浴において同一の色合いの多色
調に布地を染色するために使用される。このことは、本発明において特定される変化する
強度の濃縮染色促進剤をオレフィン繊維又は糸に接合することにより達成される。例とし
て、５％の染色促進剤を有する糸をＡ、３％の染色促進剤を有する糸をＢ、１．５％の染
色促進剤を有する糸をＣと名付ける。糸Ａ、Ｂ及びＣが織機のような布地形成機械上に一
緒に置かれたとき、結果として生じる布地は単一の染浴内において新規な三つの一様な色
調に染色される。一つは濃く、一つは中間であり、一つは薄い。好適な接合済濃縮物の範
囲は、１％から７％である。
【００２８】
　布地が任意の濃縮物なしに二つの染色レベル及び一つの糸を含んでいる糸を用いて作ら
れるとき、その結果は二つの色調及び一つの白色を備えた布地になり得る。この態様は、
新規かつ驚くべき効果を作り出す。当業者が、本発明を用いて新しい布地を作るために、
多くの魅力的な方法を発見し得る。
【００２９】
　（同一の色合い）
　オレフィン糸から作られた布地は、接合された一つのレベルの濃縮物だけを有する糸を
用いて作られたとき、同一の色合いを染色し得る。接合された好適な濃縮物は、生地反重
量の５％であるべきである。他の濃縮物は染色率（dye take up）を変化させるために使
用され得るが、発明者は同一の色合いを作るための好適な混合物が生地反重量の５％であ
ることを発見した。
【００３０】
　驚くべき新規な効果は、本発明の１００％オレフィン糸を用いて達成され得る。オレフ
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ィンを使用する利益は、本発明に従って以下のように作られた。
【００３１】
　１．オレフィン布地が温水において色落ちしないこと。
　２．オレフィン布地が自然乾燥され得て、又は冷たい温度において素早く機械乾燥され
得ること。
　３．分散染色されたオレフィン布地が洗濯過程において伸び又は縮まないこと。
　４．オレフィン布地が実質的にしわがなく乾燥すること。
　５．オレフィン布地が汚れにくいこと。
　６．オレフィン布地の手触りが柔らかいこと。
　７．オレフィン布地が綿より３８％軽いこと。
　８．オレフィン布地が湿気及び呼気を逃がすであろうこと。
　９．オレフィン布地がカビ汚れ及び藻の成長に耐性があること。
１０．オレフィンは大部分の繊維より大きい体積を有すること。
　１１．オレフィン糸が紡績又は連続した長繊維のいずれかにより製造され得ること。
　１２．オレフィン布地が手入れしやすく旅行に使いやすい衣類であることにより特徴付
けられること。
【００３２】
　（オレフィン染色促進剤）
　染料を受容するためにオレフィンを製造又は強化する種々の方法が存在する。
【００３３】
　（関連する特許）
　６，４２０，４８２　ドミンゲズ（Domingguez）ら
　４，３２０，０４６　ヘブンズ（Havens）
　６，１４６，５７４　ヘンキー（Henkee）ら
　３，９２６，５５３　フエスト（Fuest）
　６，１２６，７０１　カロジェロ（Calogero）
　３，６５２，１９８　ファーバー（Farber）ら
　５，５７６，３６６　シェス（Sheth）
　３，６２２，２６４　ブラウン（Brown）ら
　５，５５０，１９２　シェス（Sheth）ら
　３，３１５，０１４　クーバー（Coover）ら
　５，１６９，４０５　ホイト（Hoyt）ら
　３，２５６，３６２　クローブアー（Craubuer）ら
【００３４】
　上記の全ての特許は、ポリオレフィン上で接合された接合が染色可能なポリオレフィン
を作り得るとき、当業者に接合する方法を教える。全てが本発明の化学反応とは完全に異
なっている化学反応を参照する。クローブアーの特許番号３，２５６，３６２は、他の上
述の発明とは異なる不飽和のポリエステルに言及する。クローブアーの特許は、関係のな
い種類のポリエステルと混和するための困難を必要とする。前記特許において、不飽和の
ポリエステルは不定形であり、オレフィンを製造するために必要とされるより低い温度に
おいてうまく混合しない。
【００３５】
　上記特許において記述されたそれぞれの方法は、衣服にとって必要とされる小さいサイ
ズに紡績又は押出加工する問題を招く。前記先行特許の糸又は布地を染色することは、特
別の装置又は染色選択を必要とする。誰の発明者の知識も、衣服又は織布の家具布地品物
を作るために大規模に適用されていない。カーペット産業は、限られた様式の中で糸を用
いる。服飾及び家具産業のために用いられ得る染色可能なオレフィンを有することが望ま
しく、カーペット製造に限定されない。加えて、修正されていない利用可能な分散染色要
素が、ほとんど又は全く修正のない状態の染色機械の製造に移動可能である研究所におい
て、染色業者が色合いを適合し得るとき、染色可能なオレフィンを使用することが唯一実
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用的である。本発明は、簡単に製造機械へ移動される研究所において染色業者が色合いを
適合することを可能にする。
【００３６】
　分散可染のポリオレフィンを提供する好適な方法は以下の通りである。
【００３７】
　非晶質ＰＥＴＧの混合物（グリコールにより変形されたポリエチレンテレフタラート）
は、ポリオレフィンに接合するために使用される好適な成分である。非晶質ＰＥＴＧは、
ポリプロピレンと同様の温度において溶融するため選択される。このことは、当業者が従
来のオレフィンファイバー押し出し機を使用して可染ポリオレフィンを作ることを可能に
する。この作業を実行するために、特別の設備は必要とされない。本添加剤の利点は、接
合を追加するために乾燥及び吸湿削減は必要とされないという事実である。非晶質ＰＥＴ
Ｇに加えて、本発明はオレフィン繊維内の分散と接合凝集（graft cohesion）を改善する
ために無水マレイン酸を使用した。好適な製品は、イーストマン・ケミカル（Eastman Ch
emical）からの非晶質ＰＥＴＧ１４２８番と、ユニローヤル（Uniroyal）からの無水マレ
イン酸３２００番である。９６％のＰＥＴＧ１４２８と４％の無水マレイン酸を使用した
ブレンドが理想的である（別途指定されない限り、百分率は重量による）。前記ブレンド
をポリプロピレン中に与えることにより、５０％が活性の化合物を作成する。５０％はポ
リプロピレンであり、４８％は非晶質ＰＥＴＧであり、２％は無水マレイン酸である。当
業者は、前記化合物を作るために適切な方法を選択するであろう。当然これは最良の示唆
であるが、実験により当業者はその必要に適するように百分率を変化させるであろう。化
合物はペレット形態であり、特殊なガス封止剤の必要なしにゲイロード製品（Gayload's
）又はドラム内に梱包される。
【００３８】
　無水マレイン酸は、接合がポリオレフィン上にしっかりと固定されることを補助するた
めに使用される。無水マレイン酸は、分散可染オレフィンを作るために必要とされない。
しかしながら、無水マレイン酸が消去された場合、非晶質ＰＥＴＧは均一に分散しない。
このことは、不均一な分散と不安定な（unleveled）染色を結果として生じる。
【００３９】
　（可染オレフィン繊維及び糸）
　４８％の非晶質ＰＥＴＧ（ポリエステル）と２％の無水マレイン酸と５０％のポリプロ
ピレンを含むペレットは、生地反重量の１０％を使用してオレフィン繊維押し出し機に供
給される。その結果物は、９５％のオレフィンに接合された５％の分散可染混合物を含む
繊維である。当業者は、分散染料を含む染浴に曝されたときに所望の色合いを達成するた
めに、オレフィンへの接合のブレンドを変化させるであろう。発明者は混合物を変化させ
て繊維を染色し、濃い同一の色合いについては生地反重量の５％が好適な向上であり、よ
り薄い色合いについては生地反重量の２．５％が好適な向上であることを発見した。生地
反重量の５％の繊維と生地反重量の２．５％の繊維を単一の染浴に曝したとき、結果とし
て魅力的な二色調の色合いが単一の染浴から生じた。発明者は、接合された製品を説明す
るために用語「染色促進オレフィン」を使用する。
【００４０】
　５０％のオレフィン、４８％の非晶質ＰＥＴＧ及び２％の無水マレイン酸のブレンドを
含むペレットは、以下の理由により好適である。
【００４１】
　分散染料は接合が吸収する唯一の染料であること。
　上記ブレンドはオレフィンの処理温度において溶融すること。
　上記ブレンドは結合し、容易にペレットに押し出されること。
　混合されたペレットは、オレフィン繊維押し出し機に供給するために絶対乾燥でなくて
もよいこと。
　上記ブレンドは、繊維押し出し中のオレフィン内において均一に混合され、良く分散さ
れていること。
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　可染接合は任意の染色条件が設けられたときに安定していること。
　接合された糸又は布地は標準分散染料を使用して染色され又はプリントされるであろう
こと。
　プリントは容易に達成され、２１２°Ｆの温度の蒸気に２～４分間曝すことだけを必要
とすること。
　色は、１７５°Ｆの暖かい温度における洗濯により色落ちしないこと。
　接合はオレフィンの「触感」を向上させること。
【００４２】
　本発明は、以下にてより詳細に説明される。
【実施例１】
【００４３】
　（単色繊維）
　ａ．）８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットが押し出さ
れ、上記の好適なＰＥＴＧと無水マレイン酸の混合物を使用してブレンドと密接に混合さ
れる。９５％のオレフィンと５％のＰＥＴＧ／マレイン酸のブレンドは、従来のステープ
ル押し出し設備を使用してステープルの塊に押し出される。その長繊維当たりデニール（
ｄｐｆ）は１．８であり、１．５インチにカットされる。約１，０００ポンドのステープ
ルが生産されて梱包される。前記長繊維当たりデニールは綿の長繊維当たりデニールに近
く、ステープル長についても同様である。
【００４４】
　ｂ．）ステープル繊維の染色促進されたオレフィンの梱包は、梳綿処理において一緒に
混合され、ロービングの密接なブレンドにされる。従来の製綿設備を使用して作成された
ロービングは、１０／１番手にリング精紡され、３ポンドのパッケージに巻き取られる。
約１０００ポンドの糸が生産される。
【００４５】
　ｃ．）１０／１オレフィン糸は、１０カット丸編機において編まれる。この製造処理は
、切断され縫われたセーターを作るのに理想的である未染色の生地反を形成する。
【００４６】
　ｄ．）セーター生地反布地は、通常ポリエステルを染色するために使用される従来のジ
ェット染色機において染色される。オレフィンに対する損傷を避けるために、温度は２５
０°Ｆに保たれる。生地反の重量の０．００５％の分散染料テラシール・ブルー（Terasi
l Blue）ＢＲＬが、標準染色分散化学物質及び水と共に使用される。結果として生じる織
布は、濃い青色の新規かつ魅力的な輝かしい色合いである。布地は、相対的に冷たい乾燥
機において乾燥される。その温度は、オレフィンの溶融温度よりは下か、２００°Ｆに保
たれる。水は、乾燥した輝かしい布地を残してオレフィンを洗浄し、前記布地は輸送のた
めに巻かれて包装される。オレフィンは限られた量の水しか保持しないため、綿又は綿ポ
リエステル混紡と比較して乾燥時間は大幅に削減される。
【００４７】
　ｆ．）セーター布地は裁断されて縫われ、驚くほどに新規である。前記布地は、同一の
仕様により作られた綿のセーターより重量において少なくとも３０％軽い。このことは、
オレフィンの比重が、綿又は綿ポリエステルが１．３８であるのに対して０．９１である
ためである。
【００４８】
　新規なセーターは、実際に水に浮くであろう。前記セーターは綿の外観及び手触りを有
するが、それにもかかわらず重量において実質的により軽い。種々のサイズの糸を使用し
た異なる重量の布地が同一の方法により生産され得ることは、当業者により理解される。
【実施例２】
【００４９】
　（色調オレフィン布地上の色調）
　８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットは、上述のオレフ
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ィン染色促進ブレンドと密接に混合されて接合される。前記混合物は、本発明において説
明されたようなＰＥＴＧ及び無水マレイン酸から構成される５％の分散染色促進濃縮物と
、９５％のオレフィンである。混合物は、従来のステープル押し出し設備を使用してステ
ープルの塊に押し出される。そのｄｐｆは１．８であり、ステープルは１．５インチにカ
ットされる。約１，０００ポンドのステープルが生産されて梱包される。前記長繊維当た
りデニールは綿の長繊維当たりデニールに近く、ステープル長についても同様である。こ
の一群は、「ステープルＡ」と呼ばれる。
【００５０】
　ｂ）８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットは、上述のオ
レフィン染色促進ブレンドと密接に混合されて接合される。前記混合物は、本発明におい
て説明されたようなＰＥＴＧ及び無水マレイン酸から構成される３％の分散染色促進濃縮
物と、９７％のオレフィンである。混合物は、従来のステープル押し出し設備を使用して
ステープルの塊に押し出される。そのｄｐｆは１．８であり、ステープルは１．５インチ
にカットされる。約１，０００ポンドのステープルが生産されて梱包される。前記長繊維
当たりデニールは綿の長繊維当たりデニールに近く、ステープル長についても同様である
。この一群は、「ステープルＢ」と呼ばれる。
【００５１】
　ｃ．）上記とは別に、ステープル繊維のオレフィンの梱包は、梳綿処理において混合さ
れてロービングにされる。従来の製綿設備を使用して作成されたロービングは、１０／１
番手に精紡され、３ポンドのパッケージに巻き取られる。５％の濃縮物を有する合計１，
０００ポンドのオレフィン（糸Ａ）と、３％の濃縮物により接合された１，０００ポンド
のオレフィン（糸Ｂ）について、約１０００ポンドのそれぞれの糸が生産される。両者は
、分散染料を受容する。
【００５２】
　ｄ．）５％の濃縮物を含むオレフィン糸Ａと、３％の濃縮物を含むオレフィン糸Ｂは、
１０カット編機上に並んで置かれる。両方の糸は１０／１である。前記オレフィン糸は、
１０カット丸編機において編まれる。この製造工程は、裁断され縫われたときにセーター
を作るのに理想的である未染色の生地反を形成する。
【００５３】
　ｅ．）上記セーター生地の布地は、通常ポリエステルを染色するために使用される従来
のジェット染色機において染色される。オレフィンに対する損傷を避けるために、温度は
２５０°Ｆに保たれる。生地反の重量の０．００５％の分散染料テラシール・ブルーＢＲ
Ｌが、標準染色分散化学物質及び水と共に使用される。結果として生じるセーター布地は
、濃い青色の新規かつ魅力的な二色調の色合いである。一つの染浴のみが、布地上の一つ
より多い色合いを得るために使用される。布地は、相対的に冷たい乾燥機において乾燥さ
れる。その温度は、オレフィンの溶融温度よりは下か、２００°Ｆに保たれる。綿又は綿
ポリエステル混紡と比較して、乾燥時間は大幅に削減される。水は、乾燥した輝かしい二
色調の青色の布地を残してオレフィンを洗浄し、前記布地は輸送のために巻かれて包装さ
れる。
【００５４】
　ｆ．）二色調のセーター布地は裁断されて縫われ、驚くほどに新規である。二色調の効
果は新規であり、毛又はリンネルに似て自然に見える。前記布地は、同一の仕様により作
られた綿のセーターより重量において少なくとも３０％軽い。このことは、オレフィンの
比重が、綿又は綿ポリエステルが１．３８であるのに対して０．９１であるためである。
この新規なセーターは、実際に水に浮くであろう。
【００５５】
　編機又は織機に供給されるオレフィン糸の数と濃縮物の量を変化させることにより、種
々の編機又は織機に供給された他の糸とオレフィンの混紡又はオレフィンから作られた、
多数の流行かつ新規の生地反布地を当業者が作り得ることは理解されるべきである。種々
のサイズの糸を使用した異なる重量の布地が同一の方法により生産され得ることは、当業
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者により理解される。
【実施例３】
【００５６】
　（連続した長繊維布地の同一の色合い）
　８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットが押し出され、上
記の好適なＰＥＴＧと無水マレイン酸の混合物を使用してブレンドと密接に混合される。
９５％のオレフィンと５％のＰＥＴＧ／マレイン酸のブレンドは、従来の押し出し設備を
使用して連続した長繊維糸に押し出される。前記長繊維のｄｐｆは５．４である。約１，
０００ポンドの糸が生産されてポリマー電解質膜（pems）上に巻かれる。
【００５７】
　ｂ．）未延伸の糸は３．０対１に延伸され、従来の糸加工機（texturing machine）上
において仮撚り加工される。加工された糸は、各１．８デニールの２７７本の長繊維を有
する。前記糸は柔らかく、綿のような感触がする。前記糸は輝かしく着色されておらず、
３ポンドコーン上に格納される（put up）。当該工程において、適切な精紡仕上が適用さ
れる。
【００５８】
　ｃ．）加工された糸は、１０カット編機において編まれる。その結果は、輝かしい柔ら
かい外観の染色されていないセーター生地布地である。
【００５９】
　ｄ．）輝かしい加工済の連続した長繊維セーター生地反布地は、通常ポリエステルを染
色するために使用される従来のジェット染色機において染色される。オレフィンに対する
損傷を避けるために、温度は２５０°Ｆ以下に保たれる。生地反の重量の０．００５％の
分散染料テラシール・ブルーＢＲＬが、標準染色分散化学物質と共に使用される。結果と
して生じるセーター布地は、同一に着色された濃い青色の新規かつ魅力的な輝かしい色合
いである。布地は、相対的に冷たい乾燥機において乾燥される。その温度は、オレフィン
の溶融温度よりは下か、２００°Ｆに保たれる。綿又は綿ポリエステル混紡と比較して、
乾燥時間は大幅に削減される。水は、乾燥した輝かしい体の線にぴったり合う手触りが柔
らかい布地を残してオレフィンを洗浄し、前記布地は輸送のために巻かれて包装される。
【００６０】
　ｅ．）連続した長繊維のセーター布地は裁断されて縫われ、驚くほどに新規である。前
記布地は輝かしく、「体の線にぴったり合い」、流行のものである。前記布地は同一の色
であるが、上記実施例２におけるものと同一の技術を使用することにより、当業者はオレ
フィン糸を変化させて一つの染浴から二又は三色調の新規な効果を達成することができる
。前記布地は、ポリエステルから作られたセーターより重量において少なくとも３０％軽
い。このことは、オレフィンの比重が、ポリエステルが１．３８であるのに対して０．９
１であるためである。この新規なセーターは、実際に水に浮くであろう。前記セーターは
アイロン掛け不要であり、旅行用衣類として理想的であろう。
【００６１】
　２０、７０、１２０、１５０デニールのより細い長繊維を生産するために、同一の技術
が使用され得ることは、当業者により理解されるべきである。上記実施例は、可染のステ
ープル繊維を作るために使用される同一のＰＥＴＧと無水マレイン酸のブレンドを使用し
て、連続した長繊維の糸が染色可能にされ得ることを示すためのものである。織布もまた
前記糸を使用して作られ得る。
【実施例４】
【００６２】
　（プリントオレフィン布地）
　スクリーンプリント‐実施例１からの編地は、６色水性連続スクリーンプリント機に供
給された。分散染料を使用した標準染色ペーストが、増粘剤を有する各スクリーンのため
に準備された。スクリーンは、６色の魅力的な花柄が生成されることを可能にするために
作られた。プリント増粘剤は、布地上に覆われた。布地は、染料を定着させるために蒸気
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室に供給された。染料を定着させるために、２～４分間の２１２°Ｆの蒸気が必要とされ
る。布地は蒸気室に供給され、過剰な染料を洗浄して乾燥されて連続したシステム内にお
いて巻き取られる。その結果は、魅力的な６色の花がプリントされたセーター布地であっ
た。
【００６３】
　この新規な効果は、裁ち切り（bleeding）又は過剰なピックアップ（pick up）なしに
達成された。乾燥時間は大幅に大幅に削減され、乾燥機は２００°Ｆにて前記布地と接触
することを可能にするように設定された。織布も同一の技術を使用して処理され得ること
が理解される。
【実施例５】
【００６４】
　（ニットデニット処理を使用した糸上への色の空間染料プリント）
　８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットが押し出され、上
記の好適なＰＥＴＧと無水マレイン酸の混合物を使用してブレンドと密接に混合される。
９５％のオレフィンと５％のＰＥＴＧ／マレイン酸のブレンドは、従来のステープル押し
出し設備を使用してステープルの塊に押し出される。その繊維ｄｐｆは１．８であり、１
．５インチにカットされる。約１，０００ポンドのステープルが生産されて梱包される。
前記長繊維当たりデニールは綿の長繊維当たりデニールに近く、ステープル長についても
同様である。
【００６５】
　ｂ．）ステープル繊維のオレフィンの梱包は、梳綿処理において一緒に混合されてロー
ビングにされる。前記ロービングは、従来の製綿設備を使用して作成されて１０／１番手
に精紡され、３ポンドのパッケージに巻き取られる。約１０００ポンドの糸が生産される
。１０／１接合済オレフィンは、１０／２可染オレフィンを作るために撚られる（plied
）。
【００６６】
　ｃ．）編まれたスリーブ‐１０／２オレフィン糸は、単一の終端のないスリーブに編ま
れる。
【００６７】
　ｄ．）空間染料プリント‐三つの色が、従来技術において周知のニットデニット処理を
使用して前記スリーブにプリントされる。これは、未染色のスリーブがスキージローラー
を通過し、第一の色合いを与えるために分散染料タンク内に沈められる連続的工程である
。前記スリーブは、第二のパターン付けされたローラーに続き、前記ローラーは第二の色
合いを重ねてプリントし、次に第三のローラーに続き、前記第三のローラーはパターン付
けされた第三の色合いを重ねてプリントする。各色合いは分散染料を含む。着色された編
まれたスリーブは、少なくとも２分間、好適には４分間、蒸気に曝される。これにより、
分散染料が需要可能な色合いの濃さに定着させられる。前記編まれたスリーブは、濃茶色
及び濃灰色により重ねて印刷されたベージュの同一の背景の色合いを有する。その後、前
記スリーブは洗浄されて連続した範囲について乾燥される。乾燥機は２００°Ｆの低温に
設定され、水が流されて洗われる。乾燥されたスリーブは缶容器内に収集され、巻き取り
室に移動される。
【００６８】
　ｅ．）結果として生じるスリーブは、当業者に周知である巻き作業を使用して糸パッケ
ージに巻かれ、又はデニットされる。糸は、暗い茶色及び暗い濃灰色の点を有する魅力的
なベージュ色であり、３ポンドコーンに格納される。
【００６９】
　ｆ．）１０／２オレフィンの空間染色された糸は、１０カット編機において編まれる。
魅力的な三色調の空間染色された布地が結果物である。空間染色されたオレフィンの布地
には、セーター糸の綛（かせ）又は浸染に通常関連する模様が驚くほど存在しない。前記
布地は、体積（bulk）を加えかつ色を明確にするために、ジェット染色又はウインチ染色
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機中の熱湯により洗浄される。このことは、完成したセーターが最終使用者により洗濯さ
れたときに縮まない事実をも保証する。前記布地は、２００°Ｆの冷たい乾燥機において
乾燥される。布地を洗浄する必要はないが、布地の縮み検査を行うための追加のステップ
を実行する価値はある。
【００７０】
　ｇ．）空間染色されたセーター布地は裁断されて縫われ、驚くほどに新規である。前記
布地は、同一の仕様により作られた綿のセーターより重量において３０％軽い。このこと
は、オレフィンの比重が、綿又は綿ポリエステルが１．３８であるのに対して０．９１で
あるためである。この新規なセーターは、実際に水に浮くであろう。
【００７１】
　本実施例は１０／２糸を使用するが、ニットデニットシステムを通過するのに実用的で
あろう任意のサイズの可染オレフィンが適切であろうことに留意されるべきである。多数
の魅力的な色彩効果が達成されることが可能であり、これは上述の実施例に限定されるべ
きではない。当業者は、スパン糸又は長繊維糸のいずれかによる魅力的な効果を見つける
ために実験すべきである。
【００７２】
　空間染色又はプリント染色糸の他の方法が使用され得る。当業者は、種々の機械を上記
に概説した仕様に調整するであろう。縦糸プリント又はパッケージ注入は、糸を空間染色
するために使用される他の二つの一般的な方法である。
【００７３】
　布地を作るために使用される多数の糸のサイズが存在する。スパン糸は、通常、それぞ
れ双糸又は単糸形態である１８番、２０番、２４番、２８番、３０番、３６番、４０番に
作られる。連続した長繊維糸は、通常２０／１、７０／１、１００／１、１５０／１、２
００／１、３００／１、５００／１又は１０００／１に作られる。これらは、織布又は編
地を作るために使用される一般的な糸のサイズである。任意のサイズの糸又はステープル
繊維が、本発明の好適な混合物を使用して染色可能にされ得ることが理解されるべきであ
る。これらの糸から、全てのタイプ及び種類の可染の織布、不織布又は編地が作られるで
あろう。
【００７４】
　出糸突起を供給するための複数の押し出し部を使用して一つより多い色を押し出す連続
長繊維機械が存在することに留意されるべきである。色素の代わりに、各押し出し機に異
なる百分率の構成にて染色促進剤構成が導入されるとき、結果物は単一の染浴から種々の
色合いの色調を受容する連続した長繊維の糸となるであろう。
【実施例６】
【００７５】
　（三色調長繊維布地）
　８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットが、上述のオレフ
ィン染色促進ブレンドと密接に混合されて接合される。この機械は、単一の出糸突起を分
離して供給する三つの押し出し部を有する。バーマグ（Barmag）、プランテックス（Plan
tex）、リーター（Rieter）はそのような機械を作る。一つの押し出し部には９５％のオ
レフィンと５％の染色促進剤の混合物が供給され、別の押し出し部には９７％のオレフィ
ンと３％の染色促進剤が供給され、第三の押し出し部には９９％のオレフィンと１％の染
色促進剤が供給される。三つの分離したレベルの染色性から構成される５．４の長繊維当
たりデニール（ｄｐｆ）を有する単一の白い糸は、３ポンドパッケージに巻き取られる。
【００７６】
　ｂ．）この段階における糸は、延伸されて織られる。前記糸は、当業者に知られた従来
の延伸撚り機械装置上において３：０に延伸され、仮撚りに織られる。その結果は、１．
８ｄｐｆの３００の終端を有する連続した長繊維の糸である。前記糸の３分の１は５％の
添加剤を有し、３分の１は３％の添加剤を有し、３分の１は１％の添加剤を有する。
【００７７】
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　ｃ．）上記糸は３０インチゴム編み機上において編まれる。生産された管状の布地は白
色の生地反チューブであり、これは染色工場に輸送される。
【００７８】
　ｄ．）上記チューブは、生地反の重量の０．００５％の分散染料により染色される。驚
くべき結果は、濃い、中間及び薄い青色の色調を有するツイード布地をシミュレートする
染色された布地である。糸の３分の１は分散染料の一つのレベルを受容し、糸の３分の１
は分散染料の第二のレベルを受容し、糸の３分の１は分散染料の第三のレベルを受容した
。
【００７９】
　ｅ．）布地は開かれ、２００°Ｆの低温において乾燥され、輸送のために巻かれる。
【００８０】
　ｆ．）布地は裁断され、ドレスボタンを有するフルファッションの畝のある春向けコー
トに縫われる。当業者は、所望する効果を達成するために、接合された分散可染化合物及
び押し出しのサイズの両方を変化させるであろう。
【００８１】
　可染の淡色の糸により可染の三色調の糸を編むための変形は、当業者にとって存在する
であろう。布地が染色されるとき、布地は三色調の縞を伴う同一の色調の縞を有するであ
ろう。このことは単なる例であり、本発明を使用して多数の変形が今なされることを示す
ように働くべきである。添加剤を有する二つの押し出し部を供給する一方で、第三の押し
出し部が染色不能の部分を生成することが所望されるであろう。テラシール・ブルーの分
散染浴に曝されたとき、二つの終端は青色に染まり、第三の終端は白色のまま残るであろ
う。
【００８２】
　プリントされた糸は色減少の各ストライクにおける色調内の分離した色調に染まるため
、三色調の糸を含む布地は染色又はプリントの間隔を空けるのに理想的であろう。もちろ
ん、当業者は上記の例に限定されるべきではないが、上記の例により導かれるべきである
。
【００８３】
　本発明は、紡績機、布地製作機及び染色機が新規な軽量の色付きの布地を作成すること
を可能にする。本発明は、染色及び輸送前の最後の瞬間まで保持されるべき布地が、現時
点の年及び季節に一致した色合いにより製造されることを可能にする。
【実施例７】
【００８４】
　（オレフィンの織布）
　オレフィン糸は、本発明に従って作られる。前記オレフィン糸は、分散染料の濃い同一
の色合いを受容するように向上される。そのサイズは、３ポンドコーン上において巻き取
られる綿紡績装置上において２４／１スパン（spun）である。前記オレフィン糸は、生地
反の重量の５％の可染接合を含む。
【００８５】
　適切な多数の終端は切りつけられ、織りビーム上において巻き取られる。前記ビームは
、単純なボックス織機を供給するように設定される。
【００８６】
　２．５％の可染接合を含む、本発明に従って作られたオレフィン糸は、ボックス織機上
において横糸挿入を供給するように作られる。そのサイズは、綿紡績装置上において２４
／１スパンである。単純な６０インチ幅の上方及び下方（over and under）織布が生産さ
れる。組成により、糸の半分は本発明に従って作られた５％の染色促進剤を含み、半分は
本発明に従って作られた２．５％の染色促進剤を有する糸を含む。
【００８７】
　織布生地は、２５０°Ｆに設定されたジェット染色機において、生地反の重量の０．０
０５％を使用するテラシール・ブルー分散染料により染色される。
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【００８８】
　縦糸又はビームに巻かれた（beamed）糸は深い青色の色合いに染まり、横糸は中間の青
色の色合いに染まる。布地は二色調のツイード色である。
【００８９】
　布地は、オレフィンの溶融温度より下に温度を維持するために、比較的冷たい乾燥機に
おいて２００°Ｆにて乾燥される。
【００９０】
　布地はテンターに張られ又は延伸された位置に保持される一方、乾燥機を通過する。こ
のことは、布地が後の時間における任意のさらなる処理において縮まないように布地を「
セット」する。
【００９１】
　上記布地は裁断され、女性用ジャケット及びスカートに縫われる。当該衣類を組み合わ
せたときは、１００％オレフィン布地から作られた女性用スーツである。このスーツは手
入れが容易で洗濯可能であり、汚れに抵抗性があり、かつ軽量である。前記スーツは、ポ
リエステル又は毛／混紡から作られた類似のスーツより３８％軽い。
【００９２】
　上記は例である。本発明を使用して、当業者は服飾又は家具産業において使用するため
の多数のタイプの可染の織布を作ることができる。鳥の目、ジャカード、綾織りのような
パターンやプリントにはいくらかの可能性がある。それぞれは軽量で、汚れに抵抗性があ
り、市場が要求するであろう任意の色合いに分散染色され得る。
【実施例８】
【００９３】
　（覆い‐芯長繊維又は糸）
　ケネディ（Kennedy）らの米国特許番号６，１３６，４３６においては、覆い‐芯の連
続した長繊維又は糸を製造する方法が開示されている。この工程を以下の追加と共に本発
明に取り込む。
【００９４】
　上記特許番号６，１３６，４３６は、オレフィンの芯上のナイロン又はポリエステルの
覆いについて特許を請求する。外側の覆いは、染色促進した非晶質ＰＥＴＧにより接合さ
れた１０％から７０％のオレフィンを含む。芯は１００％オレフィンである。
【００９５】
　布地は、異なる染色レベルを含む一以上の糸により編まれ又は織られる。布地は、上記
の例のように染色される。覆いは全組成の１０％から７０％だけを含むため、大きな費用
節約が生じる。当業者は所望の効果を達成するために、覆いと染色促進剤の百分率を変化
させるであろう。
【００９６】
　上記の変形は、不可染のオレフィンの覆いと可染のオレフィンの芯を使用することであ
る。その結果は、透明な外側の外郭と芯の色を有する糸である。当業者は、前記糸又は繊
維を操作して所望の効果を作り出すことができる。
【実施例９】
【００９７】
　（ポリエステルが混合された可染オレフィンを使用した編まれた布地又は織布）
　糸を作るためにポリエステルと可染オレフィン繊維を混合したとき、新規かつ驚くべき
効果が達成された。結果として生じる糸は、ほとんどがポリエステルにより構成された外
側の覆いと、ほとんどが可染オレフィンにより構成された芯を有する。覆いと芯の両方に
は、小さな重複部分が存在する。
【００９８】
　本発明に従って、オレフィン繊維が作られる。繊維は、同一の色合いの分散染料を受容
するために、本発明の添加剤により向上される。
【００９９】
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　ａ．）８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットが押し出さ
れ、本発明の好適なＰＥＴＧ及び無水マレイン酸の混合物を使用してブレンドと密接に混
合される。９５％のオレフィンと５％のＰＥＴＧ／マレイン酸のブレンドは、従来のステ
ープル押し出し設備を使用してステープル塊に押し出される。繊維の長繊維当たりデニー
ル（ｄｐｆ）は１．８であり、１．５インチに切断される。約６５０ポンドのステープル
が生産されて梱包される。前記の長繊維当たりデニールは綿の長繊維当たりデニールに近
く、ステープル長についても同様である。
【０１００】
　ｂ．）染色が向上されたオレフィンステープル繊維は、長繊維当たり１．３５デニール
を有し梳綿処理においてステープル長１．５インチに切断されたポリエステルのステープ
ル繊維と一緒に混合され、６５％の染色可能オレフィンと３５％のポリエステルを含むロ
ービングの密接なブレンドにされる。前記ロービングは従来の製綿設備を使用して作られ
、２８／１番手にリング精紡され、その後３ポンドパッケージ上に巻き取られる。
【０１０１】
　ｃ．）約１０００ポンドの特有の糸が生産される。１．３８の比重を有するより重いポ
リエステルは遠心力のため糸の外側に移動し、ほとんどが中心に残るより軽い重さのオレ
フィンを囲む覆いとなる。
【０１０２】
　ｄ．）糸は、２８／２の双糸に撚り合わされる（twist plied）。両端は６５％の可染
オレフィンと３５％のポリエステルを含む。
【０１０３】
　ｅ．）次に、糸は従来のボックス織機上において、縦糸においてインチ当たり４０端、
横糸においてインチ当たり４０端を使用して、織布生地に変換される。布地は、６７イン
チの幅に織られる。
【０１０４】
　ｆ．）生地反の布地は、通常ポリエステルを染色するために使用される従来のジェット
染色機において染色される。オレフィンに対する損傷を避けるため、温度は２５０°Ｆに
維持される。生地反の重量の０．００５％の分散染料テラシール・ブルーＢＲＬが、標準
染色分散化学物質及び水と共に使用される。結果として生じる織布は、濃い青色の新規か
つ魅力的な輝かしい色合いである。布地は、相対的に冷たい乾燥機において乾燥される。
その温度は、オレフィンの溶融温度よりは下に保たれるが、オレフィンの芯はポリエステ
ルの覆いにより保護されるため、２５５°Ｆまで上昇される。水は、乾燥した輝かしい布
地を残して洗浄し、前記布地は輸送のために巻かれて包装される。オレフィンは限られた
量の水しか保持せず、布地の３５％だけがポリエステルであるため、綿又は綿ポリエステ
ル混紡と比較して乾燥時間は大幅に削減される。
【０１０５】
　ｇ．）新規な結果は、仕上後６１．５インチに縮まる布地である。その後布地は安定し
、洗濯後１％より多くは縮まない。この効果は、前記布地をアイロン掛け不要の手入れし
やすい布地にする。
【０１０６】
　ｈ．）染色された織布は裁断されて縫われ、驚くほどに新規である。前記織布は、同一
の仕様により作られたポリエステルの衣類より重量において少なくとも２０％軽い。この
ことは、ポリエステル／オレフィンの比重が、ポリエステルが１．３８であるのに対して
１．０７であるためである。布地は綿の柔らかい手触りを有するが、それにもかかわらず
重量において実質的に軽い。種々の糸のサイズを使用した異なる重量の布地が同一の方法
により生産され得ることは、当業者により理解される。加えて、前記糸は従来の編み機を
使用して布地を編むために使用され得る。
【０１０７】
　織布、編地及び不織布は、上記ブレンドを使用して生産され得る。
【０１０８】
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　ポリエステルと可染オレフィンのブレンドにより作られた布地及び糸の利点は以下の通
りである。
【０１０９】
　１．）世界の全ての部分において、織り、編み及び染色工程が完全に開発されているこ
と。
　２．）より濃く染色されたポリエステルが覆いとして使用され得ること。
　３．）布地が従来の設備を使用して後染め又はプリントされ得ること。
　４．）伝熱過程を使用した昇華プリントが使用され得ること。
　５．）布地が１００％ポリエステル、１００％綿又は両者の混紡より重量において軽い
こと。
　６．）パーマネントプレスが容易に実施されること。
　７．）布地が洗濯可能であり、ライン又は機械乾燥可能であること。
　８．）極小デニールポリエステルの使用により柔軟な布地が作られること。
　９．）布地が任意の従来のミシンにおいて縫われること。
　１０．）染色された布地が１～５％より多く縮まないこと。
【実施例１０】
【０１１０】
　（ナイロンと混合された染色可能オレフィンを使用した織布又は編物）
　糸を作るためにナイロンと染色可能オレフィンファイバーを混合したときに、新規かつ
驚くべき効果が達成される。結果として生じる糸は、ほとんどナイロンにより構成された
外側の覆いと、ほとんど染色可能オレフィンにより構成された芯を有する。覆いと芯の両
方において、小さい重複部分が存在する。結果として生じる糸は、ほとんどナイロンによ
り構成された覆いと、ほとんど染色可能オレフィンにより構成された芯を有する。
【０１１１】
　オレフィン繊維は、本発明により作られる。繊維は、分散染色の同一の色合いを受容す
るように向上されている。
【０１１２】
　ａ．）８～２２のメルトフローインデックスを有するオレフィンのペレットが押し出さ
れ、上記の好適なＰＥＴＧ及び無水マレイン酸の混合物を使用してブレンドと密接に混合
される。９５％のオレフィンと５％のＰＥＴＧ／マレイン酸のブレンドは、従来のステー
プル押し出し設備を使用してステープル塊に押し出される。繊維の長繊維当たりデニール
（ｄｐｆ）は１．８であり、１．５インチに切断される。約６５０ポンドのステープルが
生産されて梱包される。前記の長繊維当たりデニールは綿の長繊維当たりデニールに近く
、ステープル長についても同様である。
【０１１３】
　ｂ．）染色が向上されたオレフィンステープル繊維は、長繊維当たり１．３５デニール
を有し梳綿処理においてステープル長１．５インチに切断されたナイロンのステープル繊
維と一緒に混合され、６５％の染色可能オレフィンと３５％のナイロンを含むロービング
の密接なブレンドにされる。従来の製綿設備を使用して作成されたロービングは、２８／
１番手にリング精紡され、その糸は３ポンドパッケージ上に巻き取られる。
【０１１４】
　ｃ．）約１０００ポンドの特有の糸が生産される。１．１４の比重を有するより重いナ
イロンは遠心力のため糸の外側に移動し、ほとんどが中心に残るより軽い重さのオレフィ
ンを囲む覆いとなる。
【０１１５】
　ｃ．）糸は、２８／２の双糸に撚り合わされる。
【０１１６】
　ｃ．）次に、糸は従来のボックス織機上において、縦糸においてインチ当たり４０端、
横糸においてインチ当たり４０端を使用して、織布生地に変換される。布地は、６７イン
チの幅に織られる。
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　ｄ．）生地反の布地は、通常布地を染色するために使用される従来のジェット染色機に
おいて染色される。オレフィンに対する損傷を避けるため、温度は２５０°Ｆに維持され
る。生地反の重量の０．００５％の分散染料テラシール・ブルーＢＲＬが、標準染色分散
化学物質及び水と共に使用される。結果として生じる織布は、濃い青色の新規かつ魅力的
な輝かしい色合いである。布地は、相対的に冷たい乾燥機において乾燥される。その温度
は、オレフィンの溶融温度よりは下に保たれるが、オレフィンの芯はナイロンの覆いによ
り保護されるため、２５５°Ｆまで上昇される。水は、乾燥した輝かしい布地を残して洗
浄し、前記布地は輸送のために巻かれて包装される。オレフィンは限られた量の水しか保
持せず、布地の３５％だけがナイロンであるため、綿又は綿ポリエステル混紡と比較して
乾燥時間は大幅に削減される。
【０１１８】
　ｅ．）布地を染色するために酸性染料が使用されるとき、ナイロンのみが染色される。
分散染料と酸性染料が使用される場合、ナイロンは一つの色合いに染色され得て、オレフ
ィンは顕著な混ぜ色効果を作り出して別の色合いに染色される。新規な結果は、仕上後６
１．５インチに縮まる布地である。その後布地は安定し、洗濯後１～５％より多くは縮ま
ない。この効果は、前記布地をアイロン掛け不要の手入れしやすい布地にする。
【０１１９】
　ｆ．）染色された織布は裁断されて縫われ、驚くほどに新規である。前記織布は、同一
の仕様により作られた綿の衣類より重量において少なくとも２０％軽い。このことは、ナ
イロン／オレフィンの比重が、綿が１．３８であるのに対して０．９９であるためである
。布地は綿の柔らかい手触りを有するが、それにもかかわらず重量において実質的に軽い
。当業者は、種々の糸のサイズを使用した異なる重量の布地が同一の方法により生産され
得ることを理解する。
【０１２０】
　織布、編地及び不織布は、上記ブレンドを使用して生産され得る。ナイロンは、水性染
色システムを使用して染色することが非常に容易である。ナイロンとオレフィンのブレン
ドから作られた布地は、ナイロン又は絹を染色するために共通に使用される任意の酸性シ
ステムを使用してプリントされるであろう。
【０１２１】
　加えて、上記布地はナイロン、絹又はポリエステルにプリントするために共通に使用さ
れる任意の水性染色システムを使用してプリントされ得る。
【０１２２】
　ナイロンと染色可能なオレフィンのブレンドにより作られた布地及び糸の利点は以下の
通りである。
【０１２３】
　１．）世界の全ての部分において、織り、編み及び染色工程が完全に開発されているこ
と。
　２．）布地が従来の設備を使用して後染めされ得ること。
　３．）布地がナイロン染色方法を使用して後染めされ得ること。
　４．）より濃く染色されたナイロンが覆いとして使用され得ること。
　５．）陽イオン染色ナイロンが覆いとして使用され得ること。
　６．）任意の水性システムを使用したプリントが達成され得ること。
　７．）布地が１００％ナイロン、１００％綿又はポリエステル／綿の混紡より重量にお
いて軽いこと。
　８．）布地が洗濯可能であり、ライン又は機械乾燥可能であること。
　９．）極小デニールナイロンの使用により柔軟な布地が作られること。
　１０．）布地が任意の従来のミシンにおいて縫われること。
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